
 1

会 議 録 

会議の名称 白岡町自治基本条例町民推進会議（第２回） 

開 催 日 平成２３年１２月２０日（火） 

開催時間 午後７時００分 から 午後８時３０分 まで 

開催場所 白岡町役場３階 庁議室 

出席者（出席委員）

の氏名・出席者数 

委 員 内山 欣春  委 員 大八木健夫  委 員 神田 芳晃 

委 員 齋藤 信治  委 員 柴山 利幸  委 員 清水 律子 

委 員 本田 尚子  委 員 宮崎 博   委 員 矢島 静江 

委 員 柳  祐作  委 員 山口 孝雄  委 員 渡部 勲 １２ 人

欠席者（欠席委員）

の氏名・欠席者数 
なし 

説明員の職・氏名 

秘書広聴課 

 課  長 髙澤 利光   課長補佐 河野 彰 

 主  査 岩楯 浩志   主  査 金子 敬相 

事務局職員の職・氏

名 

秘書広聴課 

 課  長 髙澤 利光   課長補佐 河野 彰 

 主  査 岩楯 浩志   主  査 金子 敬相 

その他会議出席者の

職・氏名 
な し  

会議次第 別添のとおり  

配布資料 

ワークショップグループ分け名簿 

ワークショップの進め方について 

ＢＳ法ＫＪ法について 
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発 言 者 

髙澤課長 

 

 

 

岩楯主査 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

髙澤課長 

 

 

出席委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議経過（議事の要旨） 

議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

１ 開会 

 開会を宣する。 

 

２ 議題  

 ⑴ 本日のワークショップの進め方について 

  資料を基に、ワークショップの進め方について説明した。 

 

  白岡町自治基本条例をつくる会では、ワークショップを中心に活動してい

た。ワークショップの経験が少ない委員が多いようなので、つくる会のメン

バーであった２人が同じグループとするのはどうなのか。配慮をお願いした

い。 

 

  グループ分けについては、五十音順で機械的に班員を振り分けたものであ

る。皆さんのご意見を伺いたい。 

  

白岡町自治基本条例をつくる会のメンバーが別々のグループに入ることを

了承した。 

 

 ⑵ ワークショップの実施（検討課題「どうして「町民の参画」が必要なの

か」） 

  Ａ、Ｂの２グループに分かれてワークショップを行った。 

各委員が事前に挙げた「現状の参画に対する問題点や期待するもの」をグ

ループで話し合い、意見集約を行った。 

   

⑶ ワークショップの検討結果発表 

検討課題について、Ａ、Ｂの各グループから発表された。 

 Ａグループ発表者 柴山委員 

Ｂグループ発表者 斉藤委員 
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髙澤課長 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

髙澤課長 

 

 

 

斉藤会長 

 

 

 

 

神田副会長 

 

 

 

岩楯主査 

 

 

 

 

岩楯主査 

 

 

 

 

  短い時間の中で大変熱心な議論をいただき、意見を集約していただいた。

ただいま、検討課題について各グループの発表がなされたが、質問がある方

はいらっしゃるか。 

 

  各グループで切り口の違いがあるが、非常に近い意見である。 

 

３ 会長及び副会長の選出 

 ⑴ 会長及び副会長の選出 

  委員の互選により、会長は斉藤委員、副会長は神田委員が選出された。 

 

 ⑵ 会長及び副会長のあいさつ 

  私は、白岡を愛していて、白岡を良くしたいと考えている。今回の自治基

本条例やこれから検討する参画条例は白岡を大きく変えられるものだ。 

  私の子や孫に誇れる白岡になれば、そして全国のモデルになればよいと考

えている。皆様のご協力をお願いしたい。 

 

  町民の参画は町政運営の基本である。そして、参画を具体化するのがこの

会議である。皆様と共に、この会議が町民に支持されるよう努力したい。 

 

４ その他 

 ⑴ 次回の事前検討課題シートの作成について 

  次回の会議は、１月２４日（火）午後７時から開催する。次回の議題は、

第１回会議でお知らせしたとおり、白岡町の住民参画の現状と問題点である。

事前検討課題シートや参考資料を後日配布する。 

  

 ⑵ 事務連絡（第１回の会議録の確認等について） 

第１回の会議録を作成したので、確認をお願いする。訂正がある場合には、

２２日（金）まで連絡いただきたい。なお、皆さんに確認いただいた後に、

名前をＡ委員のように、匿名にしてホームページに公開する予定である。 
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Ｂ委員 

 

 

髙澤課長 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

Ｂ委員 

 

髙澤課長 

 

 

Ｄ委員 

 

 

髙澤課長 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

髙澤課長 

 

 

出席委員 

 

  今日の会議は順調に進行したが、今後の会議時間について事務局ではどの

ように考えているか。 

 

  仕事が終わった後に会議に参加される委員さんもいらっしゃるので、委員

さんに負担をかけないよう、会議の標準時間を１．５時間と考えている。た

だ、議論が必要な時は次回に持ち越すことも考えられ、委員の皆さんにご相

談しながら会議を進めていきたいと考えている。 

 

  会議終了時間は午後８時３０分を目安とすることでよいと思う。 

 

つくる会においては、議論に盛り上がると終了時間が延びたことがあった。

 

  委員皆さんの負担にならないよう、なるべく効率よく、そして中身の濃い

ものにしたい。そのため、事前に各委員の意見を出す作業をお願いしている。

 

会議の町民向けの周知はどう考えているのか。会議のタイトルまで周知し

たらどうか。 

 

本日の会議の開催と傍聴については、町ホームページに掲載した。 

また、会議の開催日程などを広報しらおか１月号に掲載する予定である。

しかし、１月号へのタイトルの掲載については、印刷発注の関係で間に合

わない。２月号以降の掲載については、検討していきたい。 

 

会議録の確認について、２２日までというのは厳しい。 

 

会議録を年内に掲載しようと考えたためである。それでは、確認の期限を

２６日までとするのはいかがか。 

 

会議録の確認を２６日までに行うことで了承する。 
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髙澤課長 ６ 閉会 

 閉会を宣する。 

  

 


